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1. REM-RHEED法によるSi(111)毅着表面及び

Au/Pt(111)表面の研究

大 瀬 憲 寛

Si(111)面については水素吸着を行い,その構造が∂-7×7になることを確認したが,その

際水素の庚着 ･脱離過程前後におけるSi表面の変化を,1モノレイヤーレベルのステップにつ

いて観察 したところ,､表面のSiの原子数は変化 しないことを兄い出 した｡

さらに Siの蒸着によって Si表面にadatom を供給 し,表面構造の変化をいろいろな温度で

観察 した｡

またREM像のコントラス トについてはこれまで定量的な計算例がなかったが,今回RHEED

強度の多波計算を行った｡モデルとしそ比較的簡単な系であるAu/Pt(111)を採用 したが,

<1了o><11盲>のどちらの入射方位においても,Au原子を毅着させることにより,RHEED強

度の ピークが単純な思考でも期待される通 り浅い入射角側にずれることがわかった｡

2.弱場展開による弦理論の解析

大 屋 力

この論文では非線形シグマ模型を用いて時空における弦の有効 ラグランジアンを弱場展開に

よる摂動計算で解析する｡初めにボソン的弦模型でタキオンと質量零粒子に対する有効ラグラ

ンジアンを求め,その中に現れる散乱振幅中のタキオンと質量零粒子に対応する中間状態のポ

ールが,弱場の 4次までの摂動計算で,引き去られていることを示すOさらにタヰ オンの今の-

場合では摂動の-5次まで同じ事が成立することを示 し,さらに,弱場の全ての次数で同じ事が
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成立すると仮定 してタキオンの有効ラグランジアンを求 める｡次に対称性の制限を厳しくして

丑型の超弦模型と混成型弦模型の場合に弱場の2次までの摂動計算で有効ラグランジアンを求

め共変な形に書けるかどうか検討する｡

3.超対称性 を持たないオービフオール ドモデル

とその相転移

加 藤 典 司

素粒子の統一理論として期待されている超弦理論は,現実の物理を記述するために,十次元

時空を四次元にコンパクト化 しなければならず,その解 として,オービフオール ドが有望視さ

れている｡通常は,超対称性を持ったオービフオール ドが考慮されるが,論文では,超対称性

を持たないモデルの可能性について論 じる｡取 り上げるモデルの特徴は,あるスカラー粒子が

コンパクト空間の大きさによってタキオンにな り得る事で,このタキオンによって相転移が引

き起こされるかどうかを考察する｡方法としては,まず点粒子の極限を考え,従来のヒダス機

構による相転移が生 じることを見る｡さらに,これを弦理論的な相転移として受けとめ, コン

パク ト空間にどのような変化が生 じるのかを議論する｡

4･Ising型ランダム赦性体Fel_xMgxC12における

磁化緩和のダイナ ミックス

釜 井 努

Fe卜x入鹿xC12は,FeC12 とMgC12の混晶であるが,母体のFeC12は典型的なIsing 型

反強磁性体である｡これまでに,Mg2+による希釈系において熱力学的相転移についての実験

がいくつか行なわれてきた｡∬>0.5ではスピングラス相転移,∬<0.5ではスピングラス相と

反強磁性相の共存, ∬ =0.3ではランダム磁場効果等である｡ これ らは,いずれも静的な側面

を捉えた実験であり,最近ではこのようなランダム系においては,ダイナミカルな性質の解明

が重要であると考えられている｡本論文は:,Mg2+の濃度 を変えていったときのスピンダイナ
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